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表取締役社長。地元や在京の報道各社約20社が参加し、関心の高さを示しました。
平野学長「画期的な技術で社会貢献進める」
　平野学長は「好適環境水の技術は、長年の試行錯誤の中でたどり着いた、画期的な技術で、海水温の上昇や異常
気象、自然災害の影響を受けることなく、魚や野菜を安定供給できるようになります。SＤGsの観点からも夢のよ
うな技術だと思っています。今後とも、３者で共同して連携を深め、消費者の皆さんに少しでも喜んでいただけ
るような成果をお届けできればと思っています」と研究機関としての社会貢献を強調しました。

「脂が滑らかでおいしい」と好評
　会見後には試食会が行われ、報道関係者からは「脂が滑らかで食べやすい、おいしい」「さっぱりとして、しっ
かり歯応えがある」「サケのイメージが変わった」などの声が聞かれました。
わずか１年半で70グラム→1,200グラム

　ベニザケは消費者の人気が高いものの、病気に弱く成長が
遅いため、これまで事業規模の陸上養殖に成功した例はあり
ません。岡山理科大学が保有する好適環境水の養殖ノウハ
ウ・プラントシステムに、ＮＴＴ東日本グループが持つＩＣ
Ｔ（情報通信技術）を組み合わせて作業の効率化、自動化、陸
上養殖に最適な設備構築を進めてきました。養殖場には22ト
ン水槽１基があり、2022年１月初めの養殖スタート時には約
70グラムだった体重は、わずか１年半で平均800～900グラ
ム、最大で1,200グラム以上にまで育ちました。通常のベニザ
ケがこのサイズまで育つには数年かかるとされています。
　「いちい」は福島市の隣の川俣町と基本協定を締結してお

り、同町の廃校を利活用して養殖規模を拡大していく予定です。

くら寿司の「おかやま理大うなぎ」、１万2,000食完売！
　大型連休に合わせ、回転ずしチェーンのくら寿司（本部・大阪府堺市）が、
５月２日から全国536店舗で限定１万2,000食を販売した「おかやま理大う
なぎ®」は５月７日までに完売し、大好評だったそうです。
　くら寿司の広報担当者は「岡山だけでなく、広島、徳島でも早々に売り
切れました。くら寿司で一番高い１貫500円という設定で、ちょっと心配
はしましたが、お客様の感想は『皮が柔らかくておいしい』『とても食べや
すい』と大好評でした。従来のウナギのすしと食べ比べをされた方もい
らっしゃったようです」と話しています。
　「おかやま理大うなぎ」は、理大工学部応用化学科の山本俊政准教授が
開発した好適環境水で養殖。安心・安全な完全閉鎖循環式の水槽で、魚病
薬などを使用していない環境にやさしい飼育方式です。天然物と比較して脂の含有量が多く、臭みが少ないのが
特徴です。

オリジナルストーリー３部作で「ワクワク感」をＰＲ
　岡山理科大学は昨秋から、「ワクワク感」をキーコンセプトにしたオリジナルストーリー（イメージ動画＆音楽）
を制作し、テレビＣＭやYouTube、ＳＮＳで広告展開をしています。
　第１弾は恐竜学博物館を見学した子どもにワクワク感が芽生え、やがて成長とともにその興味・関心が実現さ
れるという様子を描き、YouTubeの再生回数は2023年６月現在で58万回を超えました。
　第２弾は、幼いころにおじいさんが時計を分解・修理しているのを見て、ものづくりに興味を持った主人公が、
成長して理大に入り、ロボットを製作してロボコンに参加するなど、ワクワクの学生生活を送っている様子を描
いています。こちらもYouTubeの再生回数は第１弾をしのぐ76万回を超えています。

会場には約20のテレビ・新聞・通信各社が駆け付け、注目の高
さを示しました

山本准教授も早速、舌鼓を打って「うまい！」
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　10月26日に公開した第３弾
は、幼いころの愛犬との触れ合
いから獣医をめざし、獣医学部
に入学。国家試験に向けた勉強
を重ねる中で、悩みながらも母
親と愛犬に励まされて奮起し、
懸命に大学生活を送っている姿
を描きます。
　オリジナルストーリーには、子どもの頃から、大学生活、そして社会につながっていく「ワクワク」を伝えるこ
とで、理大への信頼感と安心感を育んでもらいたいとの願いを込めています。

高校生が好適環境水でアクアポニックスに挑戦
岡山理科大学が装置・ノウハウなど全面的に支援
　東岡山工業高等学校（東工）の生徒が好適環境水を使って、付加価値の高い水産養殖と植物の栽培を同時に行
う、循環型農法「アクアポニックス」に挑戦します。７月31日、岡山理科大学が育てたメバル約50匹が東工の実習
室の大型水槽（2.5トン）に収容され、養殖がスタート。今秋には水槽併設の水耕栽培槽で、メバルが排出した窒素
などを養分としてレタス栽培が始まります。理大以外で好適環境水による養殖とアクアポニックスが行われるの
は初めてで、高校生たちの挑戦の成果が注目されます。

　「東工×養殖プロジェクト」と名付けられ、３年の課題研究
を中心に５科（機械科、電気科、電子機械科、工業化学科、設
備システム科）が連携して研究に取り組んでいます。大型水
槽は理大が貸与したもので、養殖のノウハウも提供。
　水槽の隣にはドラム式水耕栽培槽（直径80センチ、幅120セ
ンチ）を設置。ドラムの内側には192個の植栽スポットがあ
り、ここにレタスの苗を植え込んで栽培します。
　研究概要の発表で、中心メンバーの工業化学科３年、谷口
瑞樹さんは「アクアポニックスで商品化できるようなものを
作り、東工ブランドで販売できたら」と目標を語りました。

恐竜学博物館の来館者５万人突破！
　岡山理科大学恐竜学博物館の一般来館者が４月22日、５万人を突破しました。５万人目は広島県福山市のぎん
がの郷小学校４年、末富匠君で、石垣忍館長から記念品が贈られました。
　末富君はこの日、両親、妹と一緒にやって来ました。恐竜について「本当の様子がまだ分かっていないのが面白
い」と末富君。自宅には恐竜関係の本がたくさんあるそうです。今日は２回目の来館で、「化石のクリーニングを
見るのを楽しみにしていた」そうです。
　記念品贈呈式では、石垣館長が、自著の「恐竜と歩こう！ 
足跡化石の発掘と研究」などの書籍や恐竜のペーパークラフ
ト、オリジナルの缶バッジなどをプレゼント。末富君は大喜
びで、「うれしい。将来は恐竜の研究者になりたい」と目を輝
かせていました。
　恐竜学博物館は2018年３月24日に開館。Ｃ２号館１階のメ
イン展示のほか、学内５カ所のサテライト展示で構成。ゴビ
ハドロス、ゴビヴェナトル、ノミンジアの全身骨格など日本
ではここだけでしか見られない恐竜標本が多く展示されてい
ます。今年からは、恐竜学博物館の展示スタンプラリーに加

オリジナルストーリー第２弾オリジナルストーリー第１弾

理大で育ったメバルを水槽に移す生徒

入館５万人目で、石垣館長からプレゼントが贈られた末富君（中央）
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えて、キャンパス内の地球史にかかわる植物、岩石、考古遺跡などの解説板と音声解説（通称「ぶら理大」）が81カ
所に完成。ＱＲコードで音声解説を聞きながら地球と生物の歴史が学べます。まさに「キャンパス丸ごと博物館」
で、大人から子どもまで楽しんでいただけます。

学生が企画・取材・編集した広報誌「Re：Daisuki」を創刊！
　岡山理科大学の学生広報スタッフが、自分たちで企画し
取材から編集まで手掛けた広報誌「Re：Daisuki」（り・だい
すき）を７月24日に創刊しました。
　学生目線で学内・学外に理大の魅力をＰＲしていこうと、
広報誌リーダーの竹中真美香さん（生物化学科３年）らが中
心になり、企画を練り上げて３カ月がかりで制作。Ａ５判14
ページで、5,000部発行。タイトルは「理大大好き」「再び大好

き」という理大への熱い思いを表現しています。記念すべき創刊号の表紙は経営学部３年のフィギュアスケー
ター、三宅咲綺さんが飾りました。
　学生・教員を紹介する「輝く」シリーズから、研究室紹介、オススメ履修科目やコンビニ商品売れ筋ランキング
というお役立ち情報など盛りだくさんの内容。男女別にアンケートして理大生気質を探って理大ファッション、
学生の夢も紹介しています。
　学生広報スタッフは昨年度結成。今年度は14人のメンバーが一丸となり、「理大のファンを増やす」ことをめざ
して活動しています。広報誌のほか企画、ＳＮＳの２部門があり、部活動紹介や食堂紹介、理大散策などを発信
し、理大の今を伝えています。

山脇山月堂とのコラボで「きびだんご」の理大パッケージ誕生
　きびだんごの老舗「株式会社山脇山月堂」（岡山市）と岡山理科大学のコラボで、「き
びだんご」の理大パッケージが誕生しました。岡山を盛り上げていこうという地域貢献
活動の一環です。６月１日から、理大岡山キャンパス内のコンビニのほか、山脇山月堂
のオンラインショップで販売しています。
　デザインは理大を代表する好適環境水、恐竜学博物館、ワインプロジェクト、「いき
ものＱＯＬ」キャンペーンを図案化。「ワクワク、育成大学。」というキャッチフレーズ
も盛り込みました。値段はきなこ、白桃味など４種が1,200円（税込）、２種が600円（税
込）。

理大と室町酒造のコラボで限定販売
サクラ酵母の日本酒プロジェクト
　岡山理科大学工学部応用化学科の滝澤昇教授と岡山県赤磐市の老舗酒造メーカー「室町酒造」が、サクラの花

から採取した酵母を使って、日本酒を醸造。
甘いながらも酸味が強くフルーティーな味わ
いの清酒が出来上がり、「桜華」（おうか）と
名付けました。岡山市内のデパートなどで限
定販売されています。
　滝澤教授は発酵工学が専門。主に植物から
乳酸菌や酵母を採取し、発酵食品の開発に取
り組んでいますが、今までにサクラだけでな
く、マスカットやコスモス、ツバキなどから
酵母を採取し、お酒やパン作りなどへの利用
について2015年ごろから研究。酒造にはサク

サクラ酵母で造った日本酒を手にする滝澤教授（左）と花房社長
（右）

限
定
販
売
さ
れ
た「
桜
華
」
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ラから採取された酵母が適していることが分かり、アルコール生成能やアルコール耐性などから実際に使えそう
な２種類の酵母に絞り込んで、今年１月、旧知の室町酒造社長の花房満さんに「この酵母で日本酒を造ってほし
い」と打診しました。
甘酸っぱいフルーティーな味わいに雄町米の旨味
　若者の日本酒離れに頭を悩ませていた花房社長は、自社を代表する銘柄「櫻室町」と同じ桜であり、この酵母で
「若い人が飲みやすいカジュアルな新しい日本酒が出来れば」との思いから快諾し、２種類の酵母の提供を受けて
酒造りに着手。このほど出来上がった白金色のお酒を飲み比べ、アルコール度数８％と低アルコールで、甘酸っ
ぱいフルーティーな味わいと雄町米由来の旨味が相まったものに仕上がった方を限定販売することにしました。

「日本酒を飲んだことのない方々にも受け入れやすいはず」と花房社長
　“新商品”は従来の清酒と同様、酒造りに適した赤磐産の雄町米を使い、環境省の全国名水百選に選定されてい
る地元の「雄町の冷泉」を仕込水として仕込んだ自信作です。花房社長は「日本酒を今まで飲んだことのない方々
でも受け入れやすいはず。限定販売の状況をみてからですが、来年度から本格販売し、海外展開も考えたい。少し
でも多くの方々に喜んで笑顔になってもらえたら」と熱い思いを語ります。

「期待以上にいいものが出来た！」と滝澤教授
　一方、滝澤教授は「７年越しの夢がかなった。ドイツワインのような甘酸っぱさと旨味が特徴で、期待以上にい
いものが出来た。これで日本酒の新たな楽しみ方が広がればうれしい」とサクラ酵母のお酒に期待しています。

岡山県サッカー協会と連携・協力に関する協定締結
スポーツマネジメント人材の育成めざす
　スポーツマネジメント人材の育成などをめざし、岡山理科
大学は５月30日、岡山県サッカー協会と連携・協力に関する
包括協定を締結しました。
　調印式は岡山キャンパスの学園創立50周年記念館であり、
岡山県サッカー協会の山下立次会長、岡山理科大学の平野博
之学長らが出席。山下会長は「この協定を基に、新しいこと
にチャレンジできるのでワクワクしています」と述べ、平野
学長は「地域から選ばれる大学をめざしています。その中で
スポーツを通して地域振興につながればと期待しています」
と強い期待感を表明し、協定書に署名しました。
　連携・協力する主な内容は、①スポーツマネジメント人材の育成②教育研究活動に対するサッカー協会との協
力③ジュニア育成事業への参画と協力――などです。

倉敷芸術科学大学

ねんりんピック愛媛大会のメダルをデザイン
芸術学部１年、檜垣さんのデザイン採用
　今年10月に愛媛県内で初開催された60歳以上のスポーツ・文化の祭典「ねん
りんピック愛顔（えがお）のえひめ2023」のメダルのデザインに、倉敷芸術科学
大学芸術学部デザイン芸術学科１年、檜垣衣さん（愛媛県立今治工業高等学校
出身）のデザインが採用されました。檜垣さんは10月28日の開会式にも出席し
ました。
　メダルにふさわしいものとなるようにと、県鳥のコマドリを中心に、県花で
あるミカンの花を周囲に描くことで、愛媛県らしさや躍動感、華やかさを表現

協定調印式で握手をかわす、平野学長（左）と山下会長（右）

賞状を手にする檜垣さん
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しました。
　檜垣さんは「ねんりんピックという全国的な大会で、参加される多く
の選手の方々に、私のデザインしたメダルが渡されることをうれしく思
います」と喜びを表現しています。

玉野総合医療専門学校

２年生39人が宣誓式
　玉野総合医療専門学校では５月13日、保健看護学科の宣誓
式「道」が行われました。看護師や保健師をめざす２年生39
人が、本格的な病院実習で専門職をめざしていく決意を新た
にしました。
　宣誓式には４年ぶりに保護者も出席しました。学生たちは
ナイチンゲールが傷病兵を見回る時に使った手燭をあしらっ
た記章を教員に付けてもらいました。続いて、ナイチンゲー
ル誓詞を唱和し、「自分が行う看護に責任と誇りを持ちます」
と誓いました。
　実習は12月に３週間、地元の玉野市や岡山市、倉敷市など
の病院で行われます。

岡山理科大学附属高等学校

国際バカロレアコース１期生12人が修了
　岡山理科大学附属高等学校・国際バカロレアコース１期生12人のIBDP（国際バカロレア ディプロマ・プログ
ラム）修了証授与式が３月１日、学園創立50周年記念館４階ホールで行われ、保護者・教職員に見守られながら、

ガウンとストールを身にまとった12人の修了生が田原誠校長
から修了証を受け取りました。
　「コロナ禍で入学式は中止、入学後すぐにオンライン授業
と、高校生活の始まりは不安だらけだった」「たくさんの課題
で大変だった」と涙して語る修了生や、「このメンバーで励ま
しながら頑張ってきてよかった」「いつもそばで支えてくれ
て感謝しています」とクラスメイトや家族・先生へ感謝の気
持ちを語っていました。式の最後は、ハット・トスで喜びを
表現しました。
　修了生は、IBプログラムで身に付けた論文力やプレゼン力

を生かして大学入試に臨み、金沢大学や岡山大学、立命館アジア太平洋大学などへ進学しました。新たな環境で
のさらなる飛躍を期待しています。

修了証授与式の後、ハットトスで喜びを表現する生徒たち

檜垣さんがデザインしたメダル

真剣な表情で宣誓式に臨む保健看護学科の学生たち
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パリオリンピックに向け附属高校同窓会が
　　　　　中西選手の激励会開催／80人が熱いエール

　岡山理科大学附属高等学校出身で来年のパリオリンピッ
ク・アーチェリー競技への出場が内定している中西絢哉選手
の激励会が10月15日、岡山市北区の岡山理科大学で開かれま
した。附属高校同窓会（神田修会長）が主催し、参加した約80
人が大舞台での活躍に期待を込めて熱いエールを送りまし
た。
　中西選手は「いい成績を残すことで、地元の皆さんに恩返
ししたいと考えてきた。これで少しは恩返しができたかなと
思う。これからしっかりとアーチェリー競技をアピールし
て、競技人口を増やしていきたい」と謝辞を述べました。

千葉科学大学附属高等学校

初の海外集中スクーリング実施
　千葉科学大学附属高等学校では、コロナ禍の影響
で前期の集中スクーリングは実施できず、初の集中
スクーリングには、ビザなどの関係で来日できな
かったパキスタンを除く５人の生徒が参加し、授業
や日本人生徒との交流など充実した１週間（２月16
～ 22日）を送りました。
　開講式では、太田臣一校長が「日本文化や習慣、日
本人の特性等もしっかりと知ってほしい」とあいさ
つ。生徒を代表して森優愛さん（３年）が「こうして
面と向かって皆さんといろいろお話ができる日を心
待ちにしていました」と歓迎のことばを贈りました。
　２日目は、授業の一環で「犬岩」や「地球のまるく見える丘展望館」を見学後、千葉科学大学のマリーナキャン
パスで看護学部の実習施設や危機管理学部の好適環境水の施設などを見学し、格納庫では大学教員から飛行機の
説明を受けました。

並木学院福山高等学校

体育のスクーリングを改革
野外活動やグラウンドゴルフ、ボウリングなどに歓声
　並木学院福山高等学校は、通信制課程・普通科の高等学校です。生徒は毎日通う必要はなく、自分のペースで
登校し、学習しています。通信制課程の高校に進学する生徒は年々増加しており、本校でも生徒数が増え、様々な
工夫をしながら教育活動を行っています。
　今年度行った新たな教育活動の一つに体育のスクーリングが挙げられます。生徒が増加したことで、本校の施
設だけでは体育のスクーリングでの実技が難しく、また、保健体育科の教員から「生徒にいろんな競技を体験さ

スクーリングの開講式に出席した生徒たち

パリオリンピックに向けて力強く決意を語る中西選手
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せたい」という強い要望もあり、体育のスクーリングの改革をしました。日程は５月末と６月末に集中させ、「野
外活動」「グラウンドゴルフ」「ボウリング」「アイススケート」「バドミントン」「卓球」「バレーボール」など多くの
競技を用意し、生徒に実技を選択させるという形をとりました。
　「野外活動」は福山少年自然の家で行いました。本校開校以来、初めての活動です。本校生徒は不登校経験者が
多く、対人関係に苦手意識を持っている生徒も多くいますが、班に分かれての飯盒炊飯や、クラフトワークの活
動を通して、初対面の人との活動でも笑顔が見られ、周りを見ながら自分のできることを探して行動できるよう
になっていました。体育のスクーリングを通して生徒はソーシャルスキルを身に付けました。
　また、福山市内の体育館を１日借り、「バドミントン」「卓球」「バレーボール」を楽しみました。広い体育館での

びのびと動くことができ、生徒たちは「楽しかった」「体を久
しぶりに動かせた」と喜んでいました。
　「アイススケート」は関連校の倉敷芸術科大学の施設を借
りて行いました。初めてアイススケートをする生徒も多く、
滑ったり転んだりを繰り返していましたが、果敢にチャレン
ジする姿がありました。次の日は筋肉痛で動けない生徒もい
ましたが、良い体験ができたと言っていました。生徒一人一
人が自分のできることを一つずつ増やし、自信をつけていけ
るような教育活動に取り組んでいます。

並木学院高等学校

校舎の大規模改修が完了
ｅスポーツ部専用の教室も新設
　1968年に新築され、築55年となる並木学院高等学校（通信制課程）の校舎が
生まれ変わりました。昨年の７月から始まった校舎の大規模改修が３月末を
もって完了し、外装と内装が刷新されました。生徒の増加に対応するため、家
庭科室から普通教室への改装と、校舎全体の防水機能の向上、壁面への明る
い色の塗装、そして床の張り替えが行われ、学習環境の向上が図られていま
す。
　外観はこれまで白一色だったものが、メタリックの外壁が一部施され、近
代的なビルを彷彿とさせます。教室や廊下の床はこれまで暗い色だったもの
から暖色の柔らかなオレンジ色やベージュ系の色で以前よりも明るく感じら
れるようになりました。eスポーツ部専用の教室では、競技に集中できるよう
に壁面が明るさを抑えた落ち着いた色に塗り替えられました。30人近い部員
が日々切磋琢磨しています。

並木学院高等学校 姶良学習支援センター

レクリエーションでコミュニケーション
学校生活や私生活にも好影響
　並木学院高等学校姶良学習支援センターでは、生徒間の交流の場として毎学期、全校生徒でレクリエーション

飯盒炊飯を楽しむ生徒たち

55年ぶりに生まれ変わった校舎
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を行っています。
　今回（３月）は鹿児島県霧島市にあるボウリング場で楽し
く２ゲームを競い合いました。前回優勝した津田和さん（国
体の鹿児島県代表）が、前回以上のハンディキャップをもの
ともせず、２位に大差を付けて優勝しました。
　本センターに在学している生徒には孤立したり、支援が必
要だったりする生徒がいます。しかし、このように普段とは
違った環境で、楽しくレクリエーションを行うことで、今ま
で関わりがなかった者同士がコミュニケーションを取り、そ
の後の学校生活や私生活で良好な関係を築いています。生徒

たちもレクリエーションをとても楽しみにしています。

英数学館小・中・高等学校

産学連携事業「シン・ブカツプロジェクト」始動
　英数学館中・高等学校は、福山シティフットボールクラブ（福山シティＦＣ）とともに、次世代型部活動の共創
プロジェクト（産学連携事業）の一環として、2011年から活動を休止していた高校サッカー部を2024年度に再始
動します。現在、部員確保に向けて広報活動を強化し、中学校訪問や公開練習に取り組んでいます。
　プロジェクトでは、英数学館高等学校が福山シティＦＣに
対し「運営・発掘・育成・強化」の機能をアウトソースします。
これにより学校部活動を地域移行し「持続性を担保した新た
なモデル」として社会課題の解決と、教員の働き方改革をめ
ざします。
　福山シティＦＣがもつ「運営・発掘・育成・強化」におけ
る強み、そして本校の強みである国際的人材育成に向けた教
育カリキュラムを融合させ、サッカー選手として海外を視野
に入れたキャリア育成、また国内外でサッカーに関する職業
を目指せるような人材育成も同時に図っていく予定です。

真剣な表情でボールを投じる生徒たち

福山シティFCの指導を受けるサッカー部の選手たち
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　加計教育運営委員会は、加計学園グループ設置校の卒業生のうち教職に就かれている方、教員を経て教育機関
に所属されている方などを対象に、機関誌「加計教育『道』」を配布しています。送付先は、ご自宅または勤務先と
しており、異動、転居、ご結婚等による姓の変更、退職者等で変更のあった方は、この用紙でご連絡ください。
　産休、育休、ご病気等で休職中の方は、下記「育休等で休職中」を〇でお囲み頂き、ご自宅送付するようご指定
ください。なお、退職後も学校サポート等で教育に関わっておられる方には、引き続き読んでいただいており、同
様に肩書き等のご連絡をお願いいたします。

※１選択項目は該当箇所を〇でお囲みください。
※２個人情報の取り扱いについて
　　ご提供いただいた個人情報は、機関誌『加計教育 道』の送付、加計教育研究大会等の開催案内の送付、及び同窓会名

簿の更新以外には使用しません。
※３加計教育機関誌「加計教育『道』」へのご意見は下記へお寄せください。
※４加計教育機関誌「加計教育『道』」は、学園HPにアップしてあります。情報等の送付の際は、このページをダウンロー

ドしご記入の上メールで送信するか、この面をコピーしご記入の上FAXで送ってください。

【ご連絡先】 〒700−0005　岡山市北区理大町1−1
　　　　　加計教育運営委員会事務局（加計学園広報室内）
　　　　　TEL 0 8 6− 2 5 6− 8 6 0 9　　FAX 0 8 6− 2 5 6− 8 4 7 9
　　　　　E-mail kouhou@edu.kake.ac.jp

住所・勤務先等の変更は、氏名と変更箇所のみの記入で結構です

住所・勤務先等変更連絡届 用紙

氏名（ふりがな） 　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　） 旧　　姓

卒 業 校 名 岡山理科大学・倉敷芸術科学大学・千葉科学大学 学籍番号

学 部・ 学 科 等 　　　　　　　　学部　　　　　　学科　　　　　　専攻 卒 業 年

勤 務 先 校 名

勤 務 形 態 教諭・常勤講師・非常勤講師・その他（　　　　　）

担 当（ 教 科 等 ）

管 理 職 の 方 校長・副校長・教頭・副教頭・主幹教諭・その他（　　　　　　）

所 属 な し の 方 産休育休等で休職中・退職後教育サポート・再任用・完全退職・その他（　 　　　　）

自 宅 住 所 〒　　　−

携帯電話（自宅電話） 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（自宅電話　　　　　　　　　　　　　　　）

送付物の希望送付先 現住所・自宅・勤務先・その他（　　　　　　　　）





《 編　集　後　記 》

　今年度より、加計教育運営委員会委員長を拝命いたしましたが、幸いにも加計勉名誉理

事長の生誕100年の節目と重なり、加計名誉理事長と深く長くお付き合いのある皆さんと座

談会を開催することができました。この座談会の中で、私の知らない加計名誉理事長のお

人柄や加計教育の原点とも言える話を多々お聞きすることができ、非常に感銘するととも

に、自らの職責に対して気が引き締まる思いをいたしました。

　加計教育運営委員会は長きにわたり活動が続いて来ましたが、実は、学園の規程等で公

式に位置付けられた規約等は存在しません。学園内の重要な活動の一つであると思います

が、これまで細々と活動が続けられてきており、可能であれば全学的に構成員の道標とな

るような取り組みができないかと考えております。そのためには、加計学園全ての設置校

の構成員の皆さんが、改めて加計教育の原点に立ち返る想いや覚悟も必要になると感じて

います。日本では経済、教育など多方面でグローバル競争の中で沈んでいるものが多く、明

るい材料が乏しい時代となっています。しかしながら、加計名誉理事長が目指した世界感

や教育感は、これからの未来にも通用する素晴らしい理念だと思います。どうか夢のある

教育、学生・生徒・児童および教職員がワクワクする活動を展開するために、加計名誉理

事長の生誕100年を一つの節目として進んでいきましょう！

☆

　さて、今号から「加計教育『道』」の体裁を大幅に刷新させていただきました。冊子サイズ

をB５判からＡ４判、表紙の色もグリーンから晴れやかなスカイブルーとし、デザインも

一新しました。表紙デザインにあたっては、倉敷芸術科学大学芸術学部の西田幸司講師に

ご協力をいただきました。素晴らしいデザインをありがとうございました。誌面を借りて

御礼申し上げます。

　末筆ながら、教育現場での皆さま方の益々のご活躍を祈念しております。今後とも、加計

学園グループにご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

加計教育運営委員会　運営委員長　秦　敬治
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